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　一般社団法人SCM共同ネット研究会（滝沢保男理事長）は，第６期目がスタ
ートして２か月が経過した。第５期までの課題解決の目途がつき，第６期の戦略
目標である組織・事業基盤の強化，並びに戦略モデル・異業種共同ビジネススキ
ームに基づく共同ビジネス機会創出，会員の新規事業機会の創出支援について，
各事業・部門が連携した取り組みを本格化させている。
　会員から提案された製品・商品・サービス・仕組み等は各会議を開催する中で
提案説明を行っており，そのうち異業種共同ビジネススキームに登録された内容
は，本部事務局より会員・連携企業等に案内を行っている。また，登録内容につ
いて理解を深める目的で導入事例等，会員による企画立案も行っている。
　案内の開始後，会員や連携する企業からの問い合わせや相談が多くなり，案件
によっては会員が訪問対応をしている。このように共同ビジネス機会の創出拡大
が進展しているのに加え，複数の会員が連携した共同ビジネスの取り組みも始ま
った。現在，各事業・各部門の体系整備が進み，連携した取り組みを開始してお
り，案件創出につながる期待がある。各事業・各部門体系は以下の通り。
　〈次世代共同物流事業〉共同輸配送ネット部門・共同物流ネット部門・物流不
動産部門・環境部門・引越部門，〈ICLT事業〉ICT部門・LT部門，〈物販サービ
ス事業〉物販流通支援・金融部門，〈相談サービス事業〉法務コンプライアンス
部門・人事労務部門・会計税務部門，〈イベント広報事業〉マーケティング部門・
広報部門・イベント部門
　今後，各事業・各部門間が連携して市場構造の変化に対応したビジネスモデル
を創出し，会員が支援する方式で合弁会社の設立を目指していく。
　早期の具体化を果たすため，新たに市場開発を前提とする異業種共同営業実践
プロジェクトの発足準備を進めている。 （本部事務局）
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〈８月度本部活動日程〉
・５日／第10回SCM合同会議
〈９月度本部活動予定〉
・６日／第34回理事会・第36回事業会
議開催予定
・８日／第６回相談サービス事業部ミ
ーティング開催予定

第６回北関東異業種
交流会議開催

　７月22日，㈱ひまわりユアハンズ会
議室で開催された。この会議は，第５
期までは群馬県異業種交流会議として

開催してきたが，第６期より埼玉県・
茨城県・栃木県まで地域を拡大。北関
東異業種交流会議と名
称を変えた。従来は参
加者８名以下での開催
だったのに対し，今回
は16名の参加者で大幅
に増加した。
　当会の組織活動の紹
介，参加者の自己紹
介・所属企業の紹介を
行い，共通のテーマを
検討。群馬県の共同物
流センターの取り組み
を進めることを決定し

た。また，ひまわりユアハンズの案内
で現場見学も行った。
　終了後は，館林市内で懇親会を開催
した。

第10回SCM合同会議開催

　８月５日，東芝テック㈱会議室で行
われた。新たに入会した㈱リサイクル・
ネットワーク，キャレオリンク㈱，㈱
東京ロジマッチの代表者と，異業種共
同スキームの推進担当者の計18名が出
席した。
　冒頭，滝沢理事長が会議の開催目的
並びに事業・組織の運用体系，第６期
取り組み状況，今後の異業種共同ネッ
トの組織活動の展開予定を説明し，そ
の中でも異業種の共同ネットワークの
強化・共同プロジェクトの取り組みを
進めることが示された。その後，出席
者が各々担当する異業種共同ビジネス
スキームに登録した製品・商品・サー
ビス・仕組みを紹介し，取組みの推進
について出席者全員で検討を行った。
　会議終了後も出席者同士で情報交換
を行い，連携を深めている。新規会員
の増加に伴い，新たに本会議への参加
する企業も増え，名刺交換の場，交流
の場としても活用いただいている。次
回は10月19日開催予定。

第10回SCM合同会議開催の様子
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館林倉庫株式会社とは
　弊社は，群馬県館林市にて倉庫業を
営んでおります。創業者精神である消
費者と生産者を結ぶ倉庫業。「豊かな
暮らしのかけ橋」のもと，群馬県館林
市内で最も歴史のある営業倉庫とし
て，地域密着の企業として地域ととも
に歩んできました。
　1929年創業以来，時代の流れにいち
早く適応すべく，物流の効率化，シス
テムの高度化を手掛けてきました。弊
社は，食品業界の需要基地となる地域
で発展し，長年に渡る経験・実績を基
盤に多くのお客様から信頼をいただい
ております。
　また，保管の品質管理体制におきま
しては，保管管理から得た技術と経験
を生かし，温湿度管理，防虫防鼠を徹
底して行うことにより，日々，品質保
持に努めています。
　現在では文書保管，電子化サービス
に対応し，お客様のオフィススペース
の有効活用支援，文書管理コストの削
減，人事変更等に左右されない長期安
全保管が可能です。

SCM入会の経緯
　株式会社ひまわりユアハンズ様のご
紹介で入会させていただきました。株
式会社ひまわりユアハンズ様とは館林
市内の同業として，お付き合いいただ
き，交流を通じて新たなビジネス構築
や北関東における共同物流センターに

設立を共同し，推進していく構えです。

コンセプト
　倉庫の提供，保管のみならず，お客
様の立場になって考え，共に情報提供
や技術革新に取り組んでゆくことで，
お客様のニーズやきめ細かいフォロー
を実現します。
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